
圧電スピーカー（圧電サウンダ）による入力の検討 

強い要望があり、圧電スピーカーを入力デバイスとして使うことにしました。元々が発音素子なの

で、どの程度の出力になるかが分かりません。 

音声入力をアナログ信号として使用するのではなく、デジタル的に使用するだけなので、細かな

チューニングは不要です。そこで、実際に評価回路を作成して、測定してみました。 

圧電スピーカーは、秋月電子で2個\100 で販売している 24mmφのSPT08 を使用してみ

ました。保護用に２０本で\200の超小型ショットキーダイオード（４０Ｖ３５０ｍＡ）ＳＤ１０３Ａを使

用します。 

回路としては32倍の増幅度に設定したＰGA

の出力をA/D変換してみることにしました。圧

電スピーカーの出力を 100kΩの抵抗でグラン

ドに接続し、ショットキーダイオードで電源とグラ

ンドに接続して過電圧保護を行い，PGAI に接続

しておきます。 

評価回路の写真を下に示します。ここでは、ＲＬ

７８／Ｇ１１スティック型評価ボード オンボードデ

バッガ搭載にDIP部の 10pin の端子と電源及

びグランドにピンを半田付けしたものを使ってい

ます（回路図は最後に示しています）。 

さすがに、セミナでやっていたように、輪ゴムで端子を固定するのは信頼性や接触抵抗が気にな

るので、きちんと半田付けしておきます。 

 

評価用のプログラムは、8bit の変換結果を 1024データ分のバッファーに書き込み、その最大

値を求めるようなプログラムを A/D変換完了割り込み処理の中で実行するようにしてあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



比較的静かな室内での測定結果の一部を下に示します。1024 データごとにブレークさせて確認

しましたが、0x29～0x2D程度の値でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考として PGAI 入力をグランドに接続した状態での PGA-A/Dの結果は全て 0x00になっ

ていました。圧電スピーカーを外して、100kΩの抵抗とダイオードだけにすると、0x2A～0x34

程度の値が得られました。これらの結果から、PGAは入力オフセット電流の影響が支配的なようで

す。 

20cm程度の距離で弱めに手をたたいた結果では 0x34が、普通にたたくと 0x4F、少し強く

たたくと 0x6F などが最大値として得られました。かなり大きくたたくと 0xFF と飽和してしまっ

たようです。 

この結果から、閾値を0x40程度にしておけば、外因等で誤検出は起こさないと考えられます。 

 

今回の検証では、PGA+A/D コンバータを使って変換結果をチェックしました。実際にロボットに

組み込む場合には、RL78/G11 の特徴を活かし、ソフトウェアの介在なしで処理します。 



具体的には、PGA で 32倍した結果とD/A の出力をコンパレータに入力して比較し、D/A コン

バータの設定値（閾値）以上になったら割り込みを発生させることにします。 

 

ＰＧＡのゲインを8倍に変更したところ、外因の影響は 0x0A程度になりました。また、圧電スピ

ーカーを大きい 34mmφのものに変更したところ大きな出力が得られましたが、同じ大きさの音

を発生させることができないので、あくまで参考程度です。 

回路例を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この機能は、ロボットの起動に使用します（この機能で起動し、5分で停止させます）。 

 

この評価に使用したプロジェクトを添付しておきます。 

 

以上 

PGAI 

VDD 

VSS 

RL78/G11 

VDD 

VSS 

100kΩ 

SD103A 


